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　５月１日に代々木公園で開
催された第８７回中央メーデー
と、３日に東京臨海広域防災公
園で開催された５・３憲法集会
に参加してきました。
　メーデーには約３万人、憲法
集会には約５万人もの人たちが
参加し、大変な盛り上がりとな
りました。
　働く人たちの実質賃金が５年
連続で下がる中、消費増税、社
会保障改悪などが国民生活を苦
しめています。雇用については、
正規から非正規への置き換えが

進み、区役所でも窓口業務の外
部委託等で官製ワーキングプア
を生み出しています。
　早急に最低賃金を１０００円
以上に引き上げ、正規雇用を増
やすことが求められます。
　憲法についても、各種世論調
査などで多くの人たちが憲法改
正の必要はないと回答していま
す。国民の多くが平和を望んで
いる中で、「戦争できる国」を
許さず、平和都市宣言をしてい
る大田区の区議会議員として区
民の皆さんと共に頑張ります。

第87回中央メーデーに区議団の一員として参加しました

　４月２７日に蒲田駅東口にて
区議会超党派による「熊本地震
災害支援募金」活動に参加しま
した。
　多くの方々にご協力をいただ
きましたことに心から感謝申し
上げます。

5・3集会にも参加しました

働く人たちの権利と憲法を守り
平和な社会実現に向けて頑張ります

区議会超党派で
熊本地震災害支援募金の
呼びかけを行いました
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法律相談もお気軽に
5月25日（木）午後１時～
 あらお大介事務所

（事前予約が必要です。電話か
ＦＡＸでお申し込みください）

今 後 の 予 定
５月２３日（月）　区議会第１回臨時会

６月９日（木）～ ２０日（月）　区議会第２回定例会
（一般質問に立つ予定です。ぜひ傍聴にお越しください）

　４月２０日に国土交通省交通
政策審議会答申「東京圏におけ
る今後の都市鉄道のあり方つい
て」が発表され、新空港線（蒲
蒲線）を含む計２４路線が盛り
込まれました。
　今回の答申は１６年前の運輸
政策審議会１８号答申以来とい
うことで大きな注目を集めまし
たが、１８号答申で行ったよう
な開業や整備着手の目標年次を
定めなかったことが特徴として
挙げられます。
　東京都は昨年７月に「広域
交通ネットワーク計画につい
て《交通政策審議会答申に向け
た検討のまとめ》」にて「整備
について優先的に検討すべき路
線」５路線と「整備について検
討すべき路線」１４路線の１９
路線を発表しましたが（新空港
線は「整備について検討すべき
路線」に位置づけられました）、
今回の答申は、関係都県・政令
指定都市及び鉄道事業者並びに
委員から提案のあったプロジェ
クトについて、めざすべき姿を
実現する上で意義のあるプロ
ジェクトであるか否か等につい
て検討を行っただけに留まって
います。
　区長は答申案が７日に発表さ
れた際、「『矢口渡から京急蒲田
までの事業計画の検討は進んで
おり、事業化に向けて関係地方
公共団体・鉄道事業者等におい
て、費用負担のあり方等につい
て合意形成を進めるべき』とい

う高い評価をいただきました」
とコメントを発表しましたが、
新空港線の新設の課題として述
べているもので、「東京都の検
討のまとめ」と何ら変わるもの
ではなく高い評価と言えるもの
ではありません。
　答申に盛り込まれたからと
いって必ずしも実現するもので

　４月１５日に開所式を迎えた
都市型軽費老人ホーム「愛の家
大田矢口」を訪問しました。
　都市型軽費老人ホームとはそ
の名の通り、身体の衰えによっ
て自立した生活を送ることに不
安を感じている高齢者の方を対
象として、低廉な家賃で入居で
きる住宅のことです。
　この老人ホームでは、原則要

はなく、計画自体の進展がない
中で毎年５億円の基金積み立て
など区民の税金をいたずらに積
み上げることはやめるべきで、
引き続き計画の撤回を求めま
す。

介護認定を受けていない自立の
方を対象としているため（車い
す対応のトイレもあり、建物は
バリアフリー対応）、介護度が
重度化した場合は退居せざるを
得なくなります。低所得の高齢
者が、介護が必要になっても安
心して暮らすことができる基盤
を整えることの重要性を改めて
痛感しました。

国交省交通政策審議会答申に
「新空港線」（蒲蒲線）が
盛り込まれた件について

矢口３丁目にオープンした
都市型経費老人ホームを訪問


